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• 2012年（平成24年）山梨県の中央自動車道において天井板落下

• ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｸﾄ用、重さ約1.2ｔ、ｺﾝｸﾘｰﾄ製270枚、約138ｍ落下

• 3台の通行車両が下敷き 9名死亡・2名負傷
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• 老朽化した社会インフラの適切な維持管理の重要性

• 道路標識等 道路附属物についての点検・維持管理の見直し

• 道路インフラは、建設から相当の年数を経て老朽化が進行

予防保全的な

維持管理への転換！
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1. 道路附属物の維持管理は『事後保全型』から

第三者被害を未然に防止する『予防保全型』へ

2. 道路附属物を含む道路施設の定期点検が義務化され

長寿命化を図る取り組みが推進

3. 義務化に基づき５年に一度の点検実施、健全性を診断

4. 笹子トンネル天井板落下事故は、老朽化した社会インフラ

の適切な維持管理の重要性を認識させる事故
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• 愛知県・名古屋市及び各市町村において道路附属物の点検が様々な形で実施

• 名古屋市は笹子トンネル事故の翌年2013年（平成25年）から「総点検実施要領

（案）」、附属物（標識・照明施設等）の点検要領（案）等により点検を実施

• 愛知県では2014年（平成26年）から国が定める統一的な基準により実施

道路標識の点検
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道路標識の点検

「小規模附属物点検要領」
平成２９年３月

国土交通省 道路局

点検対象:単柱･複柱･F型･逆L型･T型

「門型標識等定期点検要領」
（技術的助言の解説・運用標準）

平成３１年２月（令和６年３月最新）
国土交通省 道路局

点検対象:門型標識等

小規模附属物点検要領P.6

門型標識等定期点検要領P.1

地方自治体用



道路標識の点検
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「附属物(標識、照明施設等)点検要領」

平成３１年３月（令和６年９月最新）
国土交通省 道路局 国道・技術課

点検対象:単柱･複柱･F型･逆L型･T型･門型･添架式

点検内容：板厚調査・亀裂調査が追加

直轄国道用



道路標識の点検
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• 愛知県は2014年（平成26年）指名競争入札により

「道路標識点検診断士」等が技術者資格としての条件で発注

（抜粋）
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• 名古屋市においても点検業務に携わる点検員としての

条件として「道路標識点検診断士」が活用されている

（抜粋）
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• 「道路標識点検診断士」愛知県47名、全国766名の資格登録（R7.8.31現在）

• 国土交通大臣の点検・診断における技術者資格として登録

• 全国道路標識・標示業協会ＨＰより検索可能



点検・現状
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• 愛知県建設局管内における道路標識の点検 2014年（平成26年）スタート

• 「予防保全」として第三者被害を未然に防止できた例

• 標識台帳より1989年（平成元年）設置後 26年が経過（点検時ﾍﾞｰｽ）



点検・現状
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• 腐食度合は最高ランク

• 内部まで浸食・鋼管に貫通穴あり

腐食の要因

• 支柱地際部が土砂のため、路面との隙間
に雨水等が滞水し腐食が進行

• 路面境界部は滞水の影響を受ける

• 鋼管が減肉すると耐荷力が低下し倒壊

• 路面境界部の点検は特に重要！



点検・現状
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• 健全性診断区分 Ⅳ緊急措置段階→監督員へ報告・協議

• 2014年（平成26年）10月3日発見→発見翌日10月4日緊急撤去

附属物（標識・照明施設等）点検要領P.11

• 「予防保全」として第三者被害を未然に防止できた典型的な例

• 愛知県協会員における「道路標識点検診断士」のご活用を！



現状・維持管理
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水勾配を設けた

根巻きｺﾝｸﾘｰﾄの施工

附属物（標識・照明施設等）点検要領P.56

• 2014年（平成26年）発見翌日10月4日緊急撤去→

翌年2015年（平成27年）8月復旧



維持管理（標識設計）のお手伝い
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1.標識の機能性診断

整合性・文字サイズ・視認性等

4.Ｆ型構造図及び路面復旧図

2.標識レイアウト 3.構造計算書

5.Ｆ型柱重量表



道路標識の機能性診断
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道路標識ハンドブックⅡ P.284
2024年度版
(一社)全国道路標識・標示業協会

道路標識の機能としての診断は、点検要領には記載されてい
ないが「安全かつ円滑な交通を確保する」観点からも
重要な点検である



• 標識台帳より1978年（昭和53年）設置 経年36年（点検時ﾍﾞｰｽ）

点検・現状
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路面境界部の腐食 腐食による貫通穴
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• 路面境界部の点検状況 減肉箇所の板厚調査実施

• 健全な状態ではφ267.4支柱で肉厚6.6㎜

→ 現地測定値結果：肉厚3.9㎜、2.1㎜の箇所もあり

最大68％の減肉 限界板厚超え



点検・現状
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• 2014年（平成26年）11月5日発見→11月8日緊急撤去

→2015年（平成27年）8月 健全な状態に復旧

• 支柱部と梁部を繋ぐフランジボルトの腐食

• 支柱キャップ止めボルトの欠落

• 現在まで放置されていれば、経年47年となり倒壊の可能性



現状・維持管理
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• 2014年（平成26年）11月5日発見→11月8日緊急撤去

→2015年（平成27年）8月 健全な状態に復旧
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経過30年を超えると

損傷割合が顕著に増える

附属物（標識・照明施設等）点検要領P.8

令和7年3月愛知県建設局道路維持課



点検・現状
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• 「判定区分Ⅲ 早期措置段階」構造物の機能に支障が生じる可能性

１．Ｆ型柱繋ぎボルトの腐食 ２．標識板面の衝突による取付金具の損傷

３．支柱ベース部の腐食・支柱中間部の凹み・点検時における応急措置



点検・現状
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• 門型標識柱の点検時の写真

1. 支柱に塗装が施されているため、腐食度合の目視判断ができない

2. 支柱地際部の板厚減少が目視確認できる

3. 地際部塗膜下に腐食痕があり、限界板厚割れで早期措置段階・Ⅲ判定

4. 維持管理のご提案： 1案 腐食した門型支柱取替・根巻Co及び防草ｼｰﾄ設置

2案 支柱地際部へ炭素繊維ｼｰﾄ等貼付け「腐食防止+補強」?



点検・現状
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• 門型標識柱の点検時の写真



点検・現状
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• 門型標識柱の点検時の写真

1. 支柱地際部の鋼管の減肉・ラチス材部分の腐食による貫通穴

2. 板厚調査 限界板厚割れでⅢ判定・早期措置段階

3. 維持管理ご提案： 門型支柱取替・根巻Co及び防草ｼｰﾄ設置



門型標識柱の維持管理
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• 主に幹線道路や高速道路などに設置

• 親柱・梁（主材・ラチス材）とフランジ材

• ラチス材は、風圧や地震時における横揺れやたわみを防ぎ
標識柱全体の安定性を向上させる役割

• 門型標識柱の概要構造図（トラス型）

梁主材

柱主材

柱主材 柱ラチス斜材

フランジ材

梁ラチス材

柱ラチス斜材

柱主材



門型標識柱の維持管理
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• 門型標識柱の構造計算（トラス型）

柱ラチス斜材

道路標識ハンドブックⅡ P.148～
2024年度版
(一社)全国道路標識・標示業協会



道路標識板の維持管理
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• 標識板の視認性検討委員会を立ち上げ

• 昼間における視認性（見え方）の基準を数値化し

判断できるよう研究実施
実験風景

カプセルプリズム型の
文字の剥がれ



一宮建設

道路標識板の維持管理
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• 愛知県内における老朽化した案内標識 （令和7年4・5月 愛標協 協会員調査）

尾張建設

• 表面反射シートの劣化が顕著

• 褪色により昼間における判読が不可

• 夜間の反射機能を発揮しない

• 昼間時にフラッシュ撮影

• 文字の色差は反射シート部分の剥離が原因

• 文字箇所で反射機能を有しているのは赤丸



道路標識板の維持管理
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• 愛知県内における老朽化した案内標識 （令和7年4・5月 愛標協 協会員調査）



道路標識板の維持管理
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• 愛知県内における老朽化した案内標識 （令和7年4・5月 愛標協 協会員調査）

1. 反射シートの経年劣化は、紫外線・風雨・寒暖など自然環境や設置条件により起きる

2. 標識用反射シートの品質保証年限は、カプセルプリズム型10年、広角プリズム型12年

3. 昼間判読できない標識は、夜間の視認性も同様に劣化している

4. 標識の部分的な当て板は、かえって視認性を悪くする

5. 良好な視認性を確保するには、定期的な標識板更新が望ましい



道路標識板の維持管理

33

• 反射シートが剥離した状態 「修繕前・修繕後」の比較

昼 間

夜 間

修繕前

修繕前

修繕後

修繕後



道路標識板の維持管理
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• 反射シートが剥離した状態

道路標識ハンドブックⅡ P.24
2024年度版
(一社)全国道路標識・標示業協会

表面層
プリズム（キューブコーナー）

空気層

シーリングフィルム

接着層

（剥離紙、剥離ﾌｨﾙﾑ又は裏打ち材）

プリズム型反射シートの構造

（封入プリズム型/カプセルプリズム型/広角プリズム型）

図3-1-11：反射シートの構造

ライナー

① ②

③

④

⑤

⑥

剥 離

修繕前

修繕前



地点名標識の維持管理
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• 地点名標識も老朽化が進行し、昼間の視認性に乏しい標識が増加

• 道路管理者によっては、地点名標識の点検は道半ばな状況

• 老朽化による金具の腐食や破断による落下事故も発生



地点名標識の維持管理
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• 2023年（令和5年）11月 東京都江戸川区 地点名標識が落下

• 横断中の女性が頭部に裂傷するけがを負う

• 江戸川区 緊急点検を実施、取付金具2か所の破断が落下の原因



地点名標識の維持管理
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• 愛知県内 地点名標識は様々な形態にて設置されている

• 現在は、独立アーム式での設置が主流
「道路標識標準資料集」

2007年（平成19年）から独立アーム構造を掲載

信号ｱｰﾑ部

信号機上部



地点名標識の維持管理
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• 変則な独立アーム式での設置例 縦リブへの板取替・早期点検が必要

正規な設置形態
補強リブが縦で
ｱﾙﾐＵﾊﾞﾝﾄﾞで設置

独立アームでの設置だが、裏面補強リブが横で
十字金具+補助支柱で設置



本日のまとめ
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1. 点検義務化の経緯、道路附属物の維持管理は「事後保全」から「予防保全」へ転換

2. 名古屋市・愛知県建設局の道路附属物点検業務 国土交通大臣の登録を受けた
道路標識点検診断士が活用されている

3. Ｆ型支柱の腐食 貫通穴が道路標識点検診断士により発見され「予防保全」として第三者
被害を未然に防止できた

4. 愛知県建設局道路維持課様における附属物（標識・照明施設等）点検要領の資料より経過
年数が30年を超えると損傷割合が顕著に増える

5. 門型柱の斜材（ラチス材）の腐食貫通穴、ラチス材の役割 標識柱全体の安定性を向上 
構造計算されている

6. 案内標識において文字剥離や褪色で昼間の判読ができない 全標協では視認性検討委員会
を立ち上げ昼間の視認性の基準を数値化できるよう研究実施

7. 東京都 地点名標識板の落下事故を紹介 「予防保全」第三者被害を未然に防止
地点名標識の点検！

道路標識の点検・現状と維持管理について



令和７年度 技術研修会

ご静聴ありがとうございました

令和７年度 技術研修会

（一社）愛知県道路標識・標示業協会 標識部会


